
仕訳の形式について 

 

仕訳の形式は、「仕訳データの貸借を１行に出力する」や、「借方と貸方を別々の行に出力する」とい

った、貸借の出し方の形です。仕訳の形式だけではなく、どの出力項目を設定するかで仕訳の形が変わり

ます。 

仕訳の形式は４種類から選べます。 

 

１．NM形式 

１明細の借方と貸方を別々の行に出力します。 

申請NO 計上日 明細NO 貸借 勘定科目 税区分 金額 適用 

00001 20210901 1 借方 旅費交通費 課税10% 2,000 タクシー代 

00001 20210901 1 貸方 未払金 非課税 2,000  

00001 20210901 2 借方 旅費交通費 課税8% 3,000 飲食代 

00001 20210901 2 貸方 未払金 非課税 3,000  

00001 20210901 3 借方 消耗品費 課税10% 4,000 備品購入 

00001 20210901 3 貸方 未払金 非課税 4,000  

※ マイナス金額の仕訳を出力する場合は貸借が反対になります。 

 

 

２．1行 (貸借不一致) 

１明細の貸借を１行に出力します。 

申請NO 計上日 明細

NO 

借方 

勘定科目 

借方 

税区分 

借方 

金額 

貸方 

勘定科目 

貸方 

税区分 

貸方 

金額 

適用 

00001 20210901 1 旅費交通費 課税10% 2,000 未払金 非課税 2,000 タクシー代 

00001 20210901 2 旅費交通費 課税8% 3,000 未払金 非課税 3,000 飲食代 

00001 20210901 3 消耗品費 課税10% 4,000 未払金 非課税 4,000 備品購入 

 

※ マイナス金額の仕訳を出力する場合は貸借が反対になります。 

 

明細行を集計（圧縮）して出力した場合は、借方と貸方でそれぞれ集計した金額を出力します。 

申請NO 計上日 明細

NO 

借方 

勘定科目 

借方 

税区分 

借方 

金額 

貸方 

勘定科目 

貸方 

税区分 

貸方 

金額 

適用 

00001 20210901 1 旅費交通費  5,000 未払金  9,000  

00001 20210901 2 消耗品費  4,000     

 

 

  

←１明細目の貸方行 

←１明細目の借方行 

←２明細目の貸方行 

←２明細目の借方行 

←３明細目の借方行 

←３明細目の貸方行 

↑借方の出力項目 ↑貸方の出力項目 

↑勘定科目が同じため、金額を集計します。 



３．1行 (貸借一致) 

１明細の貸借を１行に出力します。 

申請NO 計上日 明細

NO 

借方 

勘定科目 

借方 

税区分 

借方 

金額 

貸方 

勘定科目 

貸方 

税区分 

貸方 

金額 

適用 

00001 20210901 1 旅費交通費 課税10% 2,000 未払金 非課税 2,000 タクシー代 

00001 20210901 2 旅費交通費 課税8% 3,000 未払金 非課税 3,000 飲食代 

00001 20210901 3 消耗品費 課税10% 4,000 未払金 非課税 4,000 備品購入 

 

※ マイナス金額の仕訳を出力する場合は貸借が反対になります。 

 

明細行を集計（圧縮）して出力した場合でも、借方と貸方に同じ金額を出力します。 

申請NO 計上日 明細

NO 

借方 

勘定科目 

借方 

税区分 

借方 

金額 

貸方 

勘定科目 

貸方 

税区分 

貸方 

金額 

適用 

00001 20210901 1 旅費交通費  5,000 未払金  5,000  

00001 20210901 2 消耗品費  4,000 未払金  4,000  

 

 

 

４．伝票形式 

貸借がない形式で出力します。 

申請NO 計上日 明細NO 勘定科目 税区分 金額 適用 

00001 20210901 1 旅費交通費 課税10% 2,000 タクシー代 

00001 20210901 2 旅費交通費 課税8% 3,000 飲食代 

00001 20210901 3 消耗品費 課税10% 4,000 備品購入 

※ マイナス金額の仕訳を出力する場合は、貸借は変わらず、金額にマイナス符号が付きます。 

 

 

 

↑借方の出力項目 ↑貸方の出力項目 

↑勘定科目が同じでも、 

貸借が同額になるように集計します。 

←費用の伝票だけ起票するイメージ 


	仕訳の形式について

